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『日本キリスト教史における福音主義』 
  －戦前の日本プロテスタント・キリスト教史 

における福音主義― 

    
日本福音主義神学会東部部会・秋期講演会 

２０１３年１１月１８日 

     発表者   新潟聖書学院院長  中村敏 
 

はじめに 
 １９世紀の半ば以降欧米の宣教師を通して日本に伝えられたプロテスタン 

ティズムは、通常「福音主義（Ｅｖａｎｇｅｌｉｃａｌｉｓｍ）」とされて 

いる。 

 

佐藤敏夫（元東京神学大学学長、教授） 

「もし日本初期プロテスタン神学の傾向を総括する概念があるとすれば、 

それは福音主義であるといわねばならない。」（『キリスト教神学概論』

（新教出版社、１９９４年）３０９頁 

「エヴァンジェリカリズム（福音主義）が日本のキリスト教に与えた歴史的

体質： 

① 日本のキリスト教が教義や信条をやかましくいうとか、礼拝儀式を重ん

じるというタイプではなく、生活や実践や体験を重んずるタイプのキリ

スト教。これは敬虔主義的キリスト教の一つの面。 

② 倫理的清潔さ。これも敬虔主義の一般の特徴 

③ 制度としてのキリスト教に対する運動としてのキリスト教という性格 

④ 聖書主義。日本のプロテスタンティズムの聖書主義は、宗教改革の聖書

原理から直接由来しているのではなく、エヴァンジェリカリズムの聖書

主義から由来しているとみるべきである。」（『日本のキリスト教と神

学』（日本基督教団出版局、１９６８年）２９～３３頁 

   

石原謙（キリスト教史学者、元東北大学、京都大学教授、東京女子大学学

長） 

『日本キリスト教史論』（新教出版社、１９６７年）の中の「日本のキリス

ト教の特殊性」（２０４～２０７頁） 

① 教派に対する消極的態度 

② 法的性格の弱さ 

③ 「福音主義的ないし聖書主義的のいちじるしい事実」 
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その他土肥昭夫をはじめ、日本のキリスト教史家や神学者は、日本に伝え

られたプロテスタンティズムは、「福音主義」と呼ぶべきものであることを

主張している。 

 

 それではここで言われている「福音主義」とはどのような概念であろうか。

今日私たちが考える「福音主義」とどのように関わるのか。 

 

『日本キリスト教歴史大事典』（教文館、１９８８年）の中の 

「福音主義」の項目（元同志社大学教授・土肥昭夫執筆） 

 

「福音主義（Ｅｖａｎｇｅｌｉｃａｌｉｓｍ）： 

 プロテスタント的伝統に立って、三位一体の神を信じ、神であり人間であ 

るキリスト・イエスの贖罪を信じ、信仰的敬虔と聖潔な生活を重んずる主義。 

 １８世紀イギリスのメソジスト運動、イギリス教会のローチャーチ派、 

１８世紀からのアメリカの大覚醒運動にみられ、これが海外伝道を促す原因 

になった。来日した初期のプロテスタント宣教師は多かれ少なかれ、この立 

場・信仰の持ち主であり、日本人信徒もこれを素直に受け入れた。、中略、。 

 福音同盟会の２０世紀大挙伝道を契機として、１９０１―１９０２年植村 

正久と海老名弾正は、三位一体論、キリスト論について激しい論争を展開し、 

同盟会は「聖書を信仰と行為の規範とし、キリストを神と信じること」を規 

則として掲げ、これを福音主義の内容とした。海老名の共鳴者も少なくなか 

ったものの、植村、小崎弘道、内村鑑三、高木壬太郎、高倉徳太郎ら大多数 

のキリスト教指導者は同盟会の立場に立った。 

 純福音主義といわれる人たちは、聖書無謬説に立ち特定の教理を主張する 

ので、これらの福音主義とは区別される。」 

 

同事典の「純福音主義」（米田勇執筆） 

「純福音主義：いわゆる聖書十全霊感説を奉じ、処女降誕、奇跡、復活、昇 

天、再臨などを外形的に信じる場合が多い。しかし他面、聖書の歴史的記 

事をも心霊的、比喩的、教訓的にとり、やや我田引水的な解釈を施し、聖 

書に読み込む者がある。概して熱烈な伝道をし、大衆伝道に馳せるが、同 

時に個人伝道をも重んじ、その成果はみるべきものが多い。聖潔（きよ 

め）派の人々にこの語を使用する者が多い。」→参照「聖潔派」 

 

１． 史料に見る日本のプロテスタント教会の福音主義 
 

 １９世紀の欧米のプロテスタント教会の信仰復興運動の結果幕末の日本に

福音が伝えられた。宣教師たちは禁教下の日本で熱心に福音の種まきを行い、

その結果日本の各地に教会が設立された。 
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① 日本最初のプロテスタント教会「日本基督公会（通称横浜公会、現在

の日本キリスト教会・横浜海岸教会）」の成立とその信仰告白 

 

１８７２（明治５）年、福音同盟会（Ｔｈｅ Ｅｖａｎｇｅｌｉｃａｌ 

Ａｌｌｉａｎｃｅ）の提唱する初週祈祷会の結果、一種のリバイバルが起

き、その結果として日本基督公会が１１名の日本人信徒によって設立され

た。この教会の牧師として当時渡米留学中の新島襄を招聘しようとするが

実らず、アメリカ・オランダ改革派教会のバラ宣教師を仮牧師とする。 

 

「福音同盟会」：１８４６年ロンドンで結成された、正統信仰を掲げるプ

ロテスタント教会の国際的な連合団体で、今日の世界福音同盟（ＷＥＡ）

の前身にあたる。九か条の信仰基準を掲げ、正統信仰の擁護、毎年の超教

派の初週祈祷会や数年ごとの宣教会議の開催を通しての信仰の一致の推進、

迫害下のキリスト者の救済活動を行う。 

 

 中村のトリニティ神学校の修士論文「Ｔｈｅ Ｉｍｐａｃｔ ｏｆ  

ｔｈｅ Ｅｖａｎｇｅｌｉｃａｌ Ａｌｌｉａｎｃｅ ｏｎ ｔｈｅ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ ｔｈｅ Ｅａｒｌｙ Ｐｒｏｔｅ－ 

ｓｔａｎｔｉｓｍ ｉｎ Ｊａｐａｎ」 

（「キリスト教史学第３８集、『日本初期プロテスタンティズムに及ぼした 

福音同盟会の影響』１９８４年」 

 

 信仰基準（Ｄｏｃｔｏｒｉｎａｌ Ｂａｓｉｓ）の第一条 

「Ｔｈｅ Ｄｉｖｉｎｅ ｉｎｓｐｉｒａｔｉｏｎ，ａｕｔｈｏｒｉｔｙ，

ａｎｄ ｓｕｆｆｃｉｅｎｃｙ ｏｆ ｔｈｅ Ｈｏｌｙ Ｓｃｒｉ－ 

ｐｔｕｒｅｓ．」 

 

  この日本基督公会の１８７４年の「日本基督公会条例」の第一条例：信

仰諸則九か条は福音同盟会の教理基準９か条から採られている。 

 第一条例 第一則 

   「聖書は神霊の示す所又権能とその信ずべき事を充実せる事」 

 

 第二条例 

  「我輩の公会は宗派に属せず唯主耶蘇基督の名に依りて建てる所なれば、

単に聖書を標準とし、是を信じ、是を勉る者は、皆是キリストの僕、我

らの兄弟なれば、会中の各員全世界の信者を同視して一家の親愛を尽く

すべし。是故にこの会を日本国基督公会と称す。」 

 

 「福音同盟会」は当初日本在住の宣教師を中心として活動し、ロンドンに



4 

 

本部を置く「福音同盟会」に加入していた。１８８５年から日本人の基

督教信徒大親睦会がこれに代わって「福音同盟会」となり、２０世紀大

挙伝道を推進した。 

 

〇１９０２年の福音同盟会第十一回大会の決議 

  福音同盟会の提唱した２０世紀大挙伝道の結果、植村正久と海老名弾正

の間にキリスト論をめぐって、「福音主義神学論争」が起きた。その結

果として、福音同盟会第十一回大会は、次の決議が採択された。 

  

「福音同盟会は、福音主義と認むるものは、聖書をもって信仰の完全な

る規範とし、人々の救いのために世に降り給える吾等の主イエス・キリ

ストを神と信ずるものを言う」。 

  採決   原案 可 １１８名、 否  ６名、  棄権 ４、５０名 

 

② その後の日本の教会の連合機関の福音主義の表現 

 

〇日本基督教会同盟（１９１２年発足） 

「本同盟は普通に福音主義と称す諸教会相互の交誼を厚うし、共同の事業

を経営し、、、後略」 

  

 この頃から日本の教会に、１９１０年のエジンバラ宣教会議に代表され

るエキュメニカル路線の影響が濃くなってくる。エジンバラ会議では、東

方教会やカトリック教会の将来的参加も期待し、一致の基礎を「聖書にお

ける一致」ではなく、「キリストにある一致」を強調した。この運動は、

１９４８年の世界教会協議会の設立に結びつく。 

 

〇日本基督教連盟（１９２３年発足） 

   日本基督教会同盟を引き継ぎ、日本の主要な９教派と８団体が参加し、

相互の協力、対社会的意見発表、海外の同種団体との交流を行った。昭

和期に入り、教会合同運動を推進した。これに純福音派の教派は、ほと

んど加入していない。 

 

  その憲法の第二条 組織 

 

 「本会は福音主義と認められたる諸団体を以て組織す。」 

 

〇日本基督教団（１９４１年設立） 

 １９３９年成立した宗教団体法により、政府文部省の教会合同の国策に

より３４の教派が設立した合同教団。 
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 第四条 「本教団の沿革は左の如し」 

 「我が国における福音主義のキリスト教は安政６年渡来したる外国人宣

教師の布教に其の端を発し、明治五年二月二日横浜に日本基督公会を設立

せらる。是我国最初の福音主義教会にして何れの教会の派にも属せざるも 

のなり。、、中略、、。この間しばしば各派の間に合同の議起こりしが遂

に全福音主義教会合一の気運熟し、、中略、、、総会を経てここに本教団

の成立を見るに至れり」 

 

 当初１１の部制を採った。 

第一部 日本基督教会      第二部 日本メソヂスト教会他 

第三部 日本組合基督教会他   第四部 日本バプテスト教会 

第五部 日本福音ルーテル教会  第六部 日本聖教会 

第七部 日本伝道基督教団    第八部 日本聖化基督教団 

第九部 きよめ教会他      第十部 日本独立基督教会同盟 

第十一部 日本救世団 

 

 このうちいわゆる純福音派と呼ばれる教派は第６部から第９部までであ

り、第十部は様々な立場の単立教会である。 

 初代統理は、最大教派である日本基督教会を代表する富田満（１８８３

～１９６１年）であった。彼は南長老ミッションの宣教師から洗礼を受け、

神戸神学校で学び、プリンストン神学校で学んだ福音主義的信仰の立場

（「日本キリスト教歴史大事典」より）であったが、教団を代表して伊勢

神宮を参拝し、教団が国策に従属した戦時下の歩みを主導した。 

 

③ 日本のプロテスタントの代表的神学者の福音主義理解 

 

〇植村正久の神学的立場 

 植村正久は、最大の教派である日本基督教会の指導者であり、明治・大

正期の日本の福音主義を代表する人物とされる。彼は福音主義神学論争に

おいて、自由主義神学の立場に立つ海老名弾正と真っ向から論争した。 

 彼は自分の福音主義の立場は、ピューリタン系のみならず、ドイツ敬虔

主義、メソジスト派、英国教会の低教会派にも通じる包括的なものである

ことを述べている。（「福音主義の信仰」１９１５年） 

 

彼の聖書観 

 「我等は極端なる『インスピレーション』説を執らず、又聖書は一字一

句悉く神の言葉なりと信ずるものに非ず。」（１８９１年） 

 

 彼は自由主義神学の人々ほど極端ではなかったが、聖書批評学の成果を
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聖書を理解する上で有益であると評価した。 

 明治学院で組織神学（当時系統神学）の教授をしていた時、Ｗ・Ｎ・ク

ラークのテキストを用いた。これはアメリカにおける最初の自由主義の立

場に立つ組織神学書であった。その神学的立場が自由主義的すぎるとして

南長老ミッションのフルトン宣教師から厳しく批判された。（それをきっ

かけとして、植村は明治学院を辞任し、東京神学社を設立し、南長老ミッ

ションは神戸神学校を設立した。） 

 

 佐藤敏夫は、植村の神学的立場を「進歩的福音主義」と呼んだ。 

 

〇その後継者高倉徳太郎 

 東京神学社校長、日本神学校校長 

 イギリス留学を通し、バルト以前のバルトと呼ばれたフォーサイスの神

学的影響を強く受ける。 

 

「オーソドクシーおよび福音主義の本質」（１９２４年） 

 「福音主義の何者たるかを考えるには、１８４６年に初めてロンドンで

開かれた福音主義同盟で決議した福音主義の教理的基本観念を知るのが

便宜である。」 

 「聖書を重んずる結果、聖書の歴史的研究をまったく無視して聖書の逐

語霊感を固守するがごときは、我らの理性欲求を無視するものであって、

健全なる傾向と認めることはできない。次に極端なる福音主義は信仰上

の主観主義に陥りやすく、客観社会に対する態度が無頓着となりやす

い。」 

 

主著「福音的基督教」（１９２７年） 

 「言葉の宗教」、「恩寵宗教」、「良心宗教」としてのキリスト教を強

調し、「カルビニスティック・エヴァンジェリカリズム」を自己の立場

にしている。 

 

その後日本基督教会、日本組合教会はじめ主流派教会においては、Ｋ・バ

ルトの弁証法神学の影響が著しく、聖書観もその影響を受けていく。それは

基本的に戦後も続いていく。 

 

〇今日ＮＣＣ系の人々が「福音主義」と言う時、このような流れがある。 

 

佐藤敏夫『キリスト教神学概論』 

 「本書の神学的立場はまず福音主義である。それは日本プロテスタンティ

ズムの神学的出発点が福音主義にあると判断するからであり、、、後略。」 
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 「日本のプロテスタント諸派の人々は、大体において自分たちの信仰的、

あるいは神学的立場を福音主義として自覚していたであろうということであ

る。しかし、教義学という学問に深く入って行けば、世界福音同盟会の九か

条の教理的基礎に立つというだけではもちろん満足することはできない。当

然過去二千年間の教理史的遺産を摂取しつつ、その時代なりの教義学的努力

を通じてキリスト教真理の深奥に迫らなければならない。その意味で我々は

単純な福音主義に戻れなどと言っているのではない。日本のプロテスタンテ

ィズムは福音主義から出発したという否定しえない事実を言っているのであ

り、しかしそれだけに、そこを起点として幅を広げ、また深まっていかなけ

ればならないと言っているのである。」（３１０頁） 

 

④ 純福音派の信仰の流れ 

Ｂ・Ｆ・バックストンはＣМＳミッションの宣教師として１８９０年 

来日 

赤山での修養生の指導、日本伝道隊、神戸聖書学舎等の働きを通し、 

日本に於ける純福音運動を推進。 

 

   彼の信仰的背景に１９世紀の英国教会のローチャーチ（低教会派）の

信仰がある。これは、前述の福音同盟会と基本的に同じ特質である。 

 

〇ホーリネス教会 

中田重治、カウマン宣教師によって１９０１年その伝道が開始された。 

  当初超教派的に伝道活動を展開するが、その働きは日本ホーリネス教会

となる。 

「四重の福音」を教理として掲げる。 

 

この教理は、アライアンス・ミッションを設立したＡ・Ｂ・シンプソ 

  ンと関わりを持つ。この団体は、中国・四国を中心に伝道する。 

  

シンプソンも福音同盟会の影響を受けている。 

 

〇南長老ミッション 

戦前の長老主義の教会の中で最も聖書主義を強く打ち出したのは、南 

長老ミッションの宣教師であった。 

 

Ｓ・Ｐ・フルトン 

 

 神戸神学校、中央神学校校長 

彼は神学のすべての土台として、聖書の十全霊感と神の自己啓示の
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完全性を明確に主張した。『エス・ピ・フルトンの生涯と神学思想』 

   （中央神学校史編集員会編、１９７６年） 

 

戦後の日本基督改革派教会と神戸改革派神学校の設立に結びつく。 

 

 〇「聖書信仰連盟」の設立 

  １９３３年１月３０日に大阪の自由メソヂスト神学校を会場として、純

福音派の代表２５名が参加し、設立した。聖書信仰の普及のために一致協

力することを目的として結成された。 

規約の第二条 組織「聖書を悉く神の言なりと信ずる聖潔派の諸団体及び

単立教会をもって組織す」 

   第三条 目的「一、聖書信仰の普及の為に協力一致する事 

          ニ、聖書信仰に影響するが如き宗教的、道徳的又は 

            社会的諸問題に関し、教義の上一致の行動をと 

ること。」 

 満場一致で、中田重治が理事長に選ばれた。中田の指名で、喜田川広（ナ

ザレン）、土山鉄次（自由メソヂスト）、御牧碩太郎（日本伝道隊）、堀

内文一（聖書教会、イエス・キリスト召団）、竹田俊造（復興教会）が委

員に選ばれた。これ以外に協同教会、世界宣教団等が参加。 

  

しかしこの直後にホーリネス教会の分裂問題が起き、実質的な活動はな

されなかった。これらの教派は、１９４１年の日本基督教団の第六部から

十部を構成する（ホーリネス系教派は弾圧された）。さらにこれらの教派

のほとんどが、１９５１年に設立された日本福音連盟に結びつく。 

 

 

結論 

 

① １９世紀半ば以降日本に伝えられたプロテスタンティズムは、１９世紀の

欧米の信仰復興運動から受けついだ福音主義であり、直接的には福音同盟

会に代表される福音主義または聖書主義の信仰であった。 

 

② ２０世紀以降、福音同盟会、基督教会同盟、日本基督教連盟に代表される

日本のプロテスタント教会の主流は、初期よりも幅広い福音主義に立って

いき、３０年代以降は弁証法神学が主流となっていった。 

 

③ 一方で純福音派や南長老ミッションの群れは、聖書の十全霊感を信じる聖

書主義信仰を保って伝道し、教会形成を行い、神学校を運営した。 
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④ １９４１年の日本基督教団の設立において、福音主義を標榜して主流派も

純福音派もすべての教派が合同するに至った。 

 

⑤ 時勢とはいえ、信仰告白による一致ではなく、国策を受けて、主流派教会

も純福音派教会も合同した。その最高指導者は、戦前の福音主義信仰を代

表する人物であったが、伊勢神宮に参拝し、侵略戦争に協力する教会の先

頭に立った。そこに日本の福音主義の脆さと未成熟さが露呈したと言えよ

う。 

 

⑥ 戦後の福音主義は、聖書信仰を土台とする正しい信仰告白の堅持と同時に

正しい歴史認識・社会認識のもとに伝道し、教会形成することが期待され

る。 
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